
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

社会に主体的に貢献する力を育む教育については、保護者と

教職員の100％が、「そう思う」「どちらかといえばそう思

う」と肯定的に回答したのに対し、児童の肯定的回答は80%

を下回った。また「わからない」と答えた児童も15%ほどお

り、自分たちの活動が学校生活や地域にどのように貢献して

いるかを自覚する機会が少なかったと考えられる。3学期に

は地域の良さを伝える活動や学校のきまりを見直す活動を行

う予定である。保護者や地域の方々をゲストティーチャーと

してお招きして、児童へのフィードバックを行うことで、社

会や地域へ貢献していることを児童自らが自覚できる機会を

増やしていく必要がある。

令和６年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

豊かな心と健やかな体を育む教育については、「そう思う」

「どちらかといえばそう思う」と保護者と教職員が100％、

児童は85%が回答した。特に保護者の「そう思う」の割合

が、昨年度の心の教育についての項目より30%近くも伸びて

おり、心と体を育む教育が充実していると考えられる。

自ら学びに向かう力については、保護者と児童の肯定的意見

が90%を超えているのに対し、教職員も８0%以上が肯定的

にとらえているが「そう思う」と答えた割合が低く、児童自

らが取り組む授業改善に向けて、更に取組が必要である。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進


学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えて

もらえる温かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

児童への支援の充実においては、8割近くの児童が「そう思

う」と答えており、保護者、児童、教職員共に9割以上が肯

定的な回答をしている。特に保護者においては、昨年度の

「児童一人一人の尊重」「支援体制」の項目より「そう思

う」と答えた割合が伸びている。

一方インクルーシブ教育においては、保護者と教職員が9割

以上、児童の8割以上が肯定的な回答を行っている。一方で

「分からない」と答えた児童が13%程度おり、違いを認めお

互いを尊重することへの理解や教育活動全体を通して他者の

考え方の理解や共感的態度の育成に取り組んでいく必要があ

る。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりし

ながら学ぶ授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の

学びに生かすような授業ができていると思いますか。

個別最適な学びについては、児童や教職員が「そう思う」

「どちらかといえばそう思う」と9割近くが回答したのに対

し、保護者の肯定的回答は7割程度であった。「そう思う」

と回答した教職員が7%ということからも、個別最適な学び

の改善を更に進めていきたい。学習方法の多様化や自分が学

びたい内容やゴールを自分で選択すること、学校や家庭での

タブレットの活用を更に充実させていく必要がある。

協働的な学びにおいては、保護者、児童、教職員の9割近く

が肯定的な回答を行っている。今後も友達や教職員との対話

を通して児童が自分の考えや意見を更新し、自分の学びに活

かすような授業を積極的に推し進めていく。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ
　教育の推進
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（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な学校づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

安全安心な学校づくりの推進、地域や家庭と連携した教育環

境の整備においては、保護者、教職員の100％、児童の95％

以上が肯定的な回答であった。安全安心な学校づくりでは、

安全点検、学校環境整備、避難訓練の充実や防犯パトロール

を行った。

地域や家庭との連携においては、「そう思う」と答えた保護

者の割合が最も高く、昨年度の37%より大きく伸びている。

学校教育活動の発信や学校公開、ふれあい活動、地域行事な

ど、学校と家庭、地域全体で児童の教育活動が行われている

ことに、一定の理解を得ることができたと考える。今後も家

庭や地域と共に教育活動を進めていきたい。

タブレットや電子黒板を使っての授業に驚いた。音楽の授業で、児童がタブレットを使って音作りをしたり、CDを使わずに電子黒板から音を流したりしていた。児童一人一人が楽し

く学習を進めていて、授業が工夫されていた。複式学級の授業は２学年一緒に学習しているので、大変そうであった。単学年で学習を進めることができるように、働きかけをしていき

たい。

令和９年度には天明みらい学園が開校し、４つの小学校が一緒になる予定である。保護者や地域は新校準備会などで話し合いが行われている。児童は年に一度だけ、見学旅行で川口小

学校と顔を合わせるだけである。２年後には一緒になるので、実際にみんなで集まって活動するなど、直接会っての積極的な交流が望まれる。

小規模特認校制度が始まり、子どもたちも新しい友達が増えて喜んでいた。来年度は小規模特認校制度を利用して中緑小学校に通う児童が１０人になるので、関わり合いを深めなが

ら、色々なことを学び合って共に伸びていってほしい。

本校は小規模校であるので、地域との連携が不可欠である。今後も色々なことに協力をして、一緒に行っていきたいと思う。

学校の教育目標の周知と学校目標の推進については、どちら

も保護者、児童の90％以上、教職員の100％が肯定的な回答

を行っている。特に保護者の「そう思う」という回答が、教

育目標の周知(昨年度37%)、教育目標の推進(昨年度27%)に

おいて伸びており、継続しての周知や指導の効果が表れてい

る。今後も保護者会や集会活動、日常生活の中で「自分も友

だちも大切に」しているかを振り返る機会を設定し、継続し

た取組を推し進めていきたい。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

子どもの最善の利益を守る環境づくりについては、保護者、

児童、教職員が共に90％以上が肯定的な回答であった。児童

は「そう思う」と回答した割合が最も低く、今後も子どもの

意見を反映させ、子どもの権利を守る活動を更に充実させて

いく必要があると考える。また保護者が相談しやすい体制を

整えるためには、親しみやすい関係づくりや信頼関係の構

築、専門家との連携等を積極的に推し進めていきたい。

独自項目

１１学校教育目標の推進周知 １２学校教育目標の推進

学校は「自分も友だちも大切に」の経営方針を、児童・保護者・地域

に分かりやすく示していると思いますか。

学校では、こどもが自分と周りの人たちを大切にして生活していると

思いますか。

本年度は、昨年度と比較できる項目のうち、保護者の「そう思う」と回答した割合が伸びていた。本年度の本校の取組に一定の理解を得ることができたと考えられる。来年度も学校目標を周知徹底しなが

ら、心身ともに逞しい児童の育成をめざして、全職員で取り組んでいくようにしたい。また、今年度は校内研修において「対話」を取り入れた授業改善と日常の中での「振り返り」を取り入れた活動の充

実を図ってきた。来年度は、友達の考えを理解し自分の考えに活かそうとする児童を育てるために、校内研修で更なる「対話」や「振り返り」を取り入れた授業改善を図り、教職員の授業力の向上をめざ

していきたい。また、タブレットを活用しながらジグソー学習やプロジェクト学習、少人数を活かしたフレキシブルな学習にチャレンジするなど、少人数であることや複数学年で学習できることを活かし

て、自らが選択する個別最適な学びと協働的な学びの充実に努めていきたい。

学校と保護者、地域が一体となって教育を進めることができている。来年度も保護者や地域の協力を得ながら、スクール・コミュニティの充実を図っていきたい。天明みらい学園開校へ向けて、小中学校

合同研修会が充実した会となるように積極的な働きかけを行い、児童、保護者、教職員の人的な交流を積極的に進めるようにしていく。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

１３小中一貫教育の推進

学校は、天明中学校、銭塘小学校、奥古閑小学校、川口小学校との交

流を積極的に進めていると思いますか。

小中一貫教育の推進においては、保護者、児童が共に90％近

く肯定的な回答を行っている。一方教職員においては肯定的

な回答が80％であったが、「そう思う」と回答した割合が

20%と低かった。児童、教職員、保護者の積極的な交流を

行っていきたいという思いからであろう。現在の交流に加

え、オンラインを活用した授業や成果物の交流会、中学校の

兼務授業、児童相互の交流の増加など、天明みらい学園の開

校へ向けて、更に積極的な取組を行っていく必要がある。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て
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